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神奈川県  第 1 代表

桐蔭学園中学校
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埼玉県  第 2 代表

さいたま市立 尾間木中学校
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　平成26年度　第45回　関東中学校サッカー大会（山梨大会）

主審

ゲーム開始から、桐蔭中はサイドのスペースへのロングボールでゴールを目指す。一方の尾間木中は細かいパスをつなぎながら攻撃をしかける展開でゲームが進んでいく。先手をとったのは尾間

木中。4分⑩が中央をドリブルし⑨へパスし、ドリブルからのシュートで先取点を挙げる。その後も、中盤の粘り強い守備と、スペースを活用しながら丁寧にパスをつないで何度かチャンスをつくるが

決めきれない。27分に桐蔭中も波状攻撃から⑬がシュートを打つもキーパーの正面をつきゴールを奪えないまま前半が終了した。後半、桐蔭中は⑭を投入しリズムを変えようとする。前半同様ロン

グボールからチャンスをつくり、⑰のコーナーキックから⑭がタイミングよくヘディングシュートを打つも枠をとらえることができない。さらに⑭がクロスを入れるが尾間木中が粘り強く対応する。そして

44分、尾間木中が左からのクロスを⑨が落ち着いて決め追加点を挙げる。桐蔭中も反撃を試みるが尾間木中④を中心に粘り強くはね返しタイムアップとなった。両チームとも、攻守の切り替えが速

く好ゲームとなったが、桐蔭中のプレスを速いテンポで交わしながら丁寧にゴールをねらい続けた尾間木中が、決勝へ進出した。


